
離島地域特有の条件不利性に起因するもの

計画通り、新規船舶を建造した。

増減額 0

計(A) 142,670

翌年度へ繰越 0

0

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

■ 定住促進

□ その他

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和6年度）

座間味村民の重要なインフラである村内航路の安定的な運航を図り、緊急時の出動、給食の運送、行政手続きに係る移動手段の確保をすることに
よる離島の定住条件の向上や、渡嘉敷村とのオンデマンド運航を行い、より多くの人流の構築を通じた観光産業の振興を図るため、航路事業者と
して村内航路船の建造を行う。

□ 自　立　性 ■ 政　策　間　連　携 □ 離島活性化を担う人材の確保・育成

□

事業内容

官　民　協　働 □ 事業推進主体の形成 □ そ　　の　　他先導性等に係る取組

■

市町村名 座間味村

事業名

■ 産業振興

担当部課名 令和5年度座間味村船舶・観光課

令和５年度沖縄離島活性化推進事業費補助金検証シート

■

□
現年事業または繰越事業

村内航路新造船建造事業

現年事業

繰越事業

事業類型

事業実施
（予定）年度

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「補助金」＋「市町
村負担」ベース）

　令和5年度 年度 　　年度 　　年度 　　年度

予
算
の
状
況

予算現額 142,670 0 0 0 0

当初予算額 142,670

0 0 0 0

前年度から繰越 0 0 0 0

予算の状況の説明 公募型プロポーザル方式において業者選考を行い、採用業者と契約を締結し事業は適正に執行できた。

活動目標
（指標）

及び達成状況

達
成
状
況
説
明

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

うち補助金充当額 114,092

活動目標（指標）

　　年度 　　年度
後年度目標値

（　　年度）

目　標

実　績

　　年度

進
捗
状
況
説
明

年間輸送客数が過去最多であった令和2年度（16,651人）を上回る17,000人以上（2％増）を目標として設定していたが、令和6年度は18,107
人を輸送し、達成率は106.5％である。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

成果目標（指標）
基準値

（令和２年度）
令和５年度 　　年度

成果目標（指標）
基準値

（　　年度）

不用額 55 0 0 0 0

達成状況

　　年度 　　年度 　　年度 　　年度

船舶建造
目　標

執行済額(B) 142,615

　　令和５年度

目　標

実　績

1隻

実　績 1隻

　　年度
後年度目標値
（令和６年度）

年間輸送旅客数
目　標 17,000人 17,000人

実　績 16,651人 17,325人 18,107人



15メートル型FRP製旅客船建造

隣村の渡嘉敷村、沖縄県と協議を行い、座間味（阿嘉）⇔阿波連航路の定員30名で認可を取り、住民・観光客の更なる利便性向上を図る。

座間味⇔阿嘉航路に関しては定員数が増加し利便性は向上したが、座間味
（阿嘉）⇔阿波連航路は不定期航路12名定員となっているので、座間味⇔阿
嘉航路と同様の30名定員として運航し、更なる地域振興を図る。

請負事業者はプロポーザル審査で選定しており、妥当であった

不用額は事業費の1%以内であり適正な規模であった。

事業内容や他の事業の負担割合から判断しても妥当であった。

費用、使途については精算段階で検査を実施しており、目的に即し、必要
なものであったと判断した。

本事業で村内航路に新造船を導入したことで定員数が20名から30名に拡張さ
れ、一度に輸送できる旅客数が増加し、目標が達成された。

本船の航路は座間味港⇔阿嘉港の村内航路と阿嘉港⇔阿波連港⇔座間味港
の阿波連航路の２つのルートがあり、村内航路は船の定員である30名まで輸送
できるが、阿波連航路は現在不定期航路であるため法令により定員が12名に制
限されており、船の輸送力を十分に活かせていない。

〇

〇

〇

事業内容

今後の取り組み方針

取
組
の
検
証

成果目標に対する原因・要因分析 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

28,523114,092142,615142,615

総事業費
補助対象
事業費

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

補助対象
外経費

市町村
負担額

補助金
充当額

〇 支出先の選定方法は妥当か。

0

座間味村

142,615千円

工事請負費

142,615千円

ニュージャパンマリン株式会社

142,615千円


